
織りと水墨画コラボ

圏
八
剋
神
社
で
イ
ベ
ン
ト

ハ
剣
神
社
の
神
楽
殿
に
飾
ら
れ
た

八
つ
縄
文
織
り
と
水
墨
画
の
作
品

諏
訪
市
小
和
田
の
八
熱
神
社
で

2
8
日
、
諏
訪
地
方
の
伝
統
技
法
と

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
融
合
さ
せ
た

「
ル
つ
縄
文
織
り
」
と
、
水
墨
画

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
「
無
限
の
広

が
り
」
が
始
ま
っ
た
。
諏
訪
に
ゆ

か
り
の
あ
る
機
織
り
職
人
の
別
府

ち
な
み
さ
ん
（
哲
＝
神
奈
川
県
＝

と
水
墨
画
家
の
龍
全
さ
ん
（
製
＝

北
海
道
＝
が
、
作
品
計
4
0
点
余
を

展
示
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
対
談
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
奥
深
い

作
品
世
界
を
伝
え
る
。
3
0
日
ま
で
。

作
品
は
本
殿
、
神
楽
殿
、
社
務
所

に
展
示
。
八
つ
縄
文
織
り
は
、
綿

織
物
「
諏
訪
小
倉
」
の
手
織
り
技

法
に
、
．
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

柄
の
大
き
さ
を
変
化
さ
せ
る
技
術

を
合
わ
せ
、
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
で

き
る
特
徴
を
持
つ
。

別
府
さ
ん
は
、
織
り
上
げ
た
生

地
を
中
心
に
、
基
に
し
て
仕
立
て

た
衣
服
と
合
わ
せ
て
出
品
。
深
み

の
あ
る
赤
色
の
反
物
は
、
諏
訪
の

寺
院
に
植
わ
る
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
に

着
想
を
得
て
、
1
年
余
か
け
て
6

色
の
絹
糸
で
制
作
し
た
。

戦
国
時
代
の
武
将
・
武
田
信
玄

に
興
味
を
抱
く
龍
全
さ
ん
。
武
田

家
も
寄
進
を
し
て
い
た
八
斜
神
社

の
神
楽
殿
で
の
展
示
が
実
現
し

た
。
諏
訪
明
神
の
力
が
宿
っ
た
と

さ
れ
る
「
諏
訪
法
性
知
巴
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
甲
胃
で
身
を
覆
う
信

玄
、
剣
と
龍
神
、
広
が
る
宇
宙
な

ど
の
水
墨
画
が
そ
ろ
う
。

「
八
つ
縄
文
織
り
が
生
ま
れ
た

諏
訪
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
て

ほ
し
い
」
と
別
府
さ
ん
。
龍
全
さ

ん
は
諏
訪
明
神
の
化
身
が
龍
神
で

あ
る
と
説
明
し
、
「
歴
史
あ
る
神

社
に
飾
り
、
絵
が
喜
ん
で
い
る
」

と
話
し
た
。

宮
坂
清
宮
司
は
「
神
社
は
芸
能
、

芸
術
、
文
化
の
拠
点
で
あ
る
。
古
く

か
ら
伝
わ
る
織
物
も
再
現
さ
れ
、

感
慨
深
い
」
と
述
べ
た
。
会
場
に

は
八
つ
縄
文
織
り
の
考
案
者
で
別

府
さ
ん
の
師
匠
、
高
木
義
一
朗
さ

ん
（
乃
）
＝
諏
訪
市
＝
も
訪
れ
た
。

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
。
問
い

合
わ
せ
は
別
府
さ
ん
（
電
話
0
9

0
・
／
6
5
4
7
・
7
7
8
0
）

、
へ
。
　
　
（
小
山
雷
美
）


